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【別表】総合協同所見において最低限踏まえたい視点

⑵その他の適切な選択の
ために必要な事項

〇家庭環境（家族の協力体制、家族の課題等の確認）

〇社会資源（活用可能な社会資源の情報収集）

〇その他

◆就労のための適切な作業の環境、その他の適切な選択のために必要な事項（環境因子）

◆就労に関する能力（個人因子）

〇職場環境（光、音、視覚刺激、におい、触覚、気温、人の動き等の周囲からの刺激、屋内/屋
外、単独業務/集団業務等）

〇業務内容

〇職場の支援体制（ナチュラルサポートの形成に向けた企業や周囲で働く社員等への理解促進、
一緒に働く社員が行う支援内容等）

⑴就労のための適切な作
業の環境 〇人的環境（受け入れ部署や従事する職務等に関する情報収集）

〇作業時の態度、単独作業／集団作業の実施状況

〇職業生活に対して障がい特性が与える影響等

〇職業適性（特定の職務、職種に関する知識技能等）

⑷作業・職業能力

〇コミュニケーション能力、職場におけるビジネスマナー・スキル等

〇指示の理解度、学習速度、応用力

〇作業の正確さ、スピード、持続性、道具の使用、安全への配慮

⑶社会生活能力

⑴身体機能・運動能力

〇知的能力（言語能力、数的能力等）、認知機能（注意、記憶、遂行機能等）

〇性格傾向、ストレス要因・対処等

⑵知的・精神的特徴

〇日常生活の自立度、日常生活上の特徴・課題

〇視覚、聴覚、感覚特性、その他

〇上肢機能、下肢機能、関節可動域、移動機能

〇手指、手腕、座位、立位、歩行、階段昇降の動作

〇基礎疾患の有無等

〇障がいに対する自己理解
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